
1

1

0

TEAM  A TEAM  B

19 5

11 16

13 26

宮崎4位 9 16 福岡3位

【BOXスコア】

【戦評】

【戦評記載者】 川口　喜巨

福岡県バスケットボール協会

全九州春季大会１回戦、宮崎県４位 宮崎商業 対 福岡県３位 東海大福岡 との対戦。宮崎商業のスターティングメ
ンバ―は、＃4、＃５、＃６、＃７、＃１１、東海大福岡のスターティングメンバ―は、＃７、＃１０、＃１１、＃１５、＃１６
で試合開始。両チームともスピーディーな攻撃を展開するが、互いに激しいマンツーマンディフェンスで相手に得点を
許さず、3分半スコアレスのまま動かない。重い展開を最初に破ったのは、宮崎商業＃１１。攻めあぐねる東海大福
岡に対し、鋭いドライブや＃６のインサイドショット、＃１１の３Ｐなどで加点した宮崎商業が１９対５で第１Ｑを終えた。
第２Ｑに入り、東海大福岡はマッチアップゾーンで宮崎商業のリズムを崩すが、得点をあげることができない。宮崎商
業は苦しみながらも、要所で＃７の速攻、＃４の３Ｐが決まり、２４対５と突き放す。ここから東海大福岡は＃１１、＃１
２が得点をあげ、激しいディフェンスで相手のショットクロックバイオレーションを誘発して流れを変えることに成功。じ
わじわと得点差が縮まり、３０対２１、宮崎商業９点リードで前半が終了した。第３Ｑに入ると宮崎商業がオフェンスリ
ズムを失いターンオーバーが続く。東海大福岡＃１１の３Ｐ、＃６のゴール下などで加点し、３Ｑ５分に３０対３１と逆
転。緊迫感が高まる中、一進一退の激しい攻防が続き、４３対４７、東海大福岡４点リードで最終Ｑを迎えた。第４Ｑ、
東海大福岡＃１１、＃１０の得点で４３対５２と点差が広がり、宮崎商業はタイムアウトで流れを変える。しかし、勢い
に乗る東海大福岡は、＃４、＃１０の速攻などで流れを引き戻し、主導権を渡さない。あきらめない宮崎商業は懸命
に食い下がり反撃するが、東海大福岡は、２４得点を挙げた＃１１の活躍などで宮崎商業を振り切り、５２対６３で試
合終了。
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主審 甲木 善徳

第49回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会

会場 福岡女子高等学校

日時 平成31年3月23日

副審 井上 翼

(土) 13:30

コート Hコート 第4試合

カテゴリー 女子 1回戦
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